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観察に使う機器を用意しよう

•パソコン１台

•ヘッドホン１台

準備
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• WindowsかmacOSのパソコンを用意しよう。
• ノート型でもデスクトップ型でもかまいません
が，音が聞ける環境が必要です。

なくてもOKですが，あると，
他人に迷惑をかけず，大きな
音で観察できます。



FishWatchr をセットアップする
（先生からファイルを配布する場合）

•先生からもらったファイルをパソコンの使い
やすい場所にコピーしよう。
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準備

• コピー先は，デスクトップなど使いやすい場所
がよいでしょう。

• ＵＳＢメモリにコピーしても使えます。

Windows macOS 

二つのフォルダをコピー！



FishWatchr をセットアップする
（自分でやる場合）

① 教師用のマニュアルの「準備編」を参照し
て，次のことを行ってください。

• FishWatchrのインストール（pp.15-19）
• 観察用ボタンのセットアップ（pp.20-26）

② 適当なフォルダを作成し，観察対象のビデ
オを入れてください。
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準備

この後の説明では，「Video」と
いうフォルダ名にしています。
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ビデオ撮影された活動をFishWatchrで観察する方法を
説明します。

観察編



FishWatchrを起動する

• FishWatchrのアイコンをダブルクリックすると
起動します。
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観察（準備）

クリック！

フォルダを
開く

Windowsの場合



「注釈者名」を記入する

•［注釈］→［注釈者名］で，注釈者名を入力し
てください。
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観察（準備）

• 先生の指示に従って，注釈者名を決めてください。
なお，半角の英数字だけが使えます。漢字やひらが
なは使えません。

• グループ内でユーザ名の重複がないように気を付け
てください。



観察をはじめる

•ビデオファイルをFishWatchrにドラッグ＆ド
ロップすると，再生が始まります。
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観察



ビデオを再生する

•ビデオ操作ボタン（赤枠部分）で再生，一時
停止，早送り・早戻しできます。
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観察

スライダーやグラフをダブル
クリックしても，再生位置を
調節できます。



観察ボタンを使う

•ビデオを見ながら，気になるシーンで，下部
の注釈ボタンを押します。
•注釈結果は，注釈リストに追加されます。
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観察

変更もできるよ 注釈をつけたい
シーンでクリック！



観察ボタンを使う
（観察の観点が二つの場合）

•一つ目の観点用のボタンを押すと，二つ目の
観点用のボタンが現れます。
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観察

二つ目の観点用のボタン

ボタンの出現順序は，「観察対象優先」
「ラベル優先」で変更できます



コメントを書く

•注釈結果のコメント欄をダブルクリックする
とコメントを書くことができます。
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観察

コメントセルをもう一度ダブルクリッ
クすると入力用のウィンドウが出てき
ます。コメントが多いとき便利



注釈結果を削除する

•削除したい注釈を右クリックし，「行の削
除」を選択します。

12

観察



注釈をつけたシーンを再生する

•再生したい注釈の「番号」か「時間」セルを
ダブルクリックすると，そのシーンが再生さ
れます。
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観察

「番号」か「時間」セルをダブルクリック！



注釈リストとビデオ再生位置
を連動させる

•「注記連動」ボタンをチェックすると，ビデ
オ再生に連動して，評価やコメントなどが自
動的にスクロールします。
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観察

• 再生位置， 再生位置の前後10秒を表
します。

• 「注記連動」中は注記リストのカーソルは再生位置
に固定され，操作できないので注意！



観察を終了する

•観察が終わったら，必ずFishWatchrを終了して
ください。
•観察結果は，終了時に自動的に保存されます。
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観察

クリック！



観察を再開する

•観察結果ファイルをFishWatchrにドラッグ＆ド
ロップします。
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観察

• 末尾が注釈者名（左図
の場合，taro）のファ
イルが観察結果ファイ
ルです。

• 種類はXMLドキュメン
トと表示されます。
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グループでのふりかえりに備え，グループ全員
の観察結果を一つにまとめます。

ふりかえり準備編



観察結果ファイルの確認

•ビデオファイルと同じフォルダに観察結果
ファイルがあることを確認してください。
•「観察を再開する」（p.15）で説明したファイ
ルと同じです。
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ふりかえり準備

ファイルの末尾に自分の注釈者名がついた
ファイルを探そう。



グループ単位で観察結果ファ
イルをまとめる

•グループのメンバー全員の観察結果ファイル
を誰かのビデオフォルダに集めてください。
•ビデオファイルがあることも確認してくださ
い。
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ふりかえり準備

TaroのPCにjiro, hana, ayaの観察結果ファイルを
コピーしました。



観察結果ファイルの合体

•観察結果を集めたビデオフォルダをFishWatchr
にドラッグ＆ドロップしてください。
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ふりかえり準備

成功すると，こんなメッ
セージが表示されます。
全員のファイルが合体し
ているか，確認！



合体結果の確認と
メンバーへのコピー

•ビデオフォルダに合体結果のファイルが生成
されます。
•合体結果は，グループのメンバーのビデオ
フォルダにもコピーしてください。
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ふりかえり準備

• 末尾がmerged のファイルが合体結果ファイルです。
• PCの設定によっては，merged.xml の場合もあります。

これが合体結
果のファイル
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一つにまとめた全員の観察結果を使って，ふり
かえりを行う方法を説明します。

ふりかえり編



合体結果ファイルの読み込み

•合体結果ファイルをFishWatchrにドラッグ＆ド
ロップしてください。
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ふりかえり



観察結果をグラフで確認する
（１）

•注釈は種類別・時間順に表示できます。
•注釈が集まる場所も棒グラフでわかります。
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ふりかえり

良い・悪いで
種類別に表示

横方向は，時間軸です。
注釈が多いところは，棒が高くなります。



観察結果をグラフで確認する
（２）

•グラフをクリックすると，当該シーンが再生
されます。
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ふりかえり

• 「注記連動」をチェックしておくと，ビデオを再生し，
注釈のコメントを見るのに便利です。

• グラフにカーソルを置くと，再生時刻がポップアップ
表示されます。



観察結果をグラフで確認する
（３）

•グラフの一部をドラッグで範囲指定すると，
拡大表示されます。
•「リセット」ボタンを押すと，元のスケール
に戻ります。
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ふりかえり

ドラッグで
範囲指定！

拡大表示

リセットで
元に戻ります



表示する注釈の種類を選ぶ

•「観察対象」別に表示

•「注釈者」別に表示
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ふりかえり

メンバーごと
の注釈の特徴
がわかる！

観点対象ごと
の特徴がわか
る！



観察結果を絞り込む

•列名を右クリックでフィルタを指定できます。
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ふりかえり

「フィルタ連動」を
チェックするとグラ
フ側にもフィルタが
適用されます。

右クリックで
「全フィルタ
の解除」！

絞り込み



特徴的なシーンを見つけて
ふりかえりをしよう

•注釈が集中しているところ

•評価がわかれているところ
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ふりかえり

いろいろな
観点で観察
されている最も注釈が

集中している

同じ種類の
注釈が連続



注釈の頻度を調べる

•調べたい列のセルを右クリックし，「分析
（頻度・選択項目）」を選択すると，頻度を
グラフ化できます。

30

ふりかえり

誰がどれだけ
注釈をつけた
かわかる！
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